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研究成果の概要 

第一年次は、主に音響情報を用いた環境理解に主眼を置き、ブラインド音場分析系およびブラインド音

場合成系に関する基礎的研究を展開した。音場分析に関しては、まず、タイムマシンシステムの核とな

る環境認識技術として、屋内に設置された複数の同期済みマイクアレイを用いた複数の静止音源に対

する同時的分離・定位手法を考案した。今後は、統一的な確率モデルの事後確率最大化基準を維持しつ

つ、推定精度および実用性の向上のため、移動音源への対応および視覚情報の統合を目指す。また、マ

イクアレイが設置された任意の環境で音声強調・認識を頑健に動作させるため、ブラインド音源分離で

得られる分離信号を擬似教師データに用いることで、音声強調・残響除去統合フィルタを推定する DNN

の実行時適応を行う手法を考案した。音場合成に関しては、部屋の三次元形状が与えられた際に、室内

反響のシミュレーションを行う微分可能な物理シミュレータを介して、任意のマイク・音源位置に対し

て物理的に妥当な室内インパルス応答を推定する手法を考案した。本手法は、深層学習と物理拘束をエ

ンコーダ・デコーダとして組み合わせた微分可能デジタル信号処理 (DDSP) の好例である。音響レン

ダリングの精度向上のため、任意の方向・周波数を入力とし、ステアリングベクトル（頭部伝達関数）

を出力する関数をニューラル場 (NF) で表現する手法を考案した。基本的な研究アプローチとして、

一連の研究の基盤となる室内の視聴覚場の表現を、当初予定していた深層学習に基づく NFベースから、

3D Gaussian Splatting (3DGS)ベースへ移行することにした。これにより、今後、解釈・制御が容易な

形で視聴覚情報を統一的な確率モデルへ組み込むことが可能となる。 
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